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株式会社ＬＩＸＩＬ 

巡回企画展のご案内       

 
文字の博覧会 
－旅して集めた“みんぱく”中西コレクション－ 展 
 

A Treasury of Written Characters: 

The Nakanishi Collection Amassed from World Travels at the National Museum of Ethnology 

 

会期：＜大阪＞２０１６年３月４日(金)～５月１７日（火） 

     ＜東京＞２０１６年６月２日（木）～８月２７日（土） 

会場：ＬＩＸＩＬギャラリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

写真 1：シリア文字 Syriac script 

手書きの聖書。16世紀。シリア文字は１世紀から 9世紀頃まで、古典シリア語を表すために使われた 

文字で、古代都市エデッサ（現在のウルファ／トルコ）を中心とする地域で使われた。 

所蔵：国立民族学博物館 

撮影：佐治康生 
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 2 ＬＩＸＩＬギャラリー 

「建築とデザインとその周辺」をめぐり、独自の視点でテーマを発掘するLIXILギャラリー（大阪会

場）の企画展では、2016年3月4日（金）～5月17日（火）の期間、「文字の博覧会－旅して集めた“み

んぱく”中西コレクション－」展を開催します。 

人類にとって最大の発明のひとつとされる文字。その奥深さに魅せられた中西亮
あきら

氏は世界でも稀有な文字

ハンターとして多くの文字資料の収集をしました。本展では、“みんぱく”こと国立民族学博物館に収

められた「中西コレクション」を中心に世界の様々な文字の魅力に迫ります。 

 

│開催概要│      「文字の博覧会 －旅して集めた“みんぱく”中西コレクション－」展 

                           A Treasury of Written Characters--The Nakanishi Collection Amassed 

from World Travels at the National Museum of Ethnology 

会 期  2016年3月4日（金）～5月17日（火）＜大阪会場＞ 

2016年6月2日（木）～8月27日（土）＜東京会場＞ 

開館時間  AM.10：00～PM.5：00 ＜大阪会場＞  AM.10：00～PM.6：00 ＜東京会場＞ 

休 館 日  水曜日 

会 場  大阪会場：大阪府大阪市北区大深町4-20 グランフロント大阪南館タワーA 12階 

東京会場：東京都中央区京橋3-6-18 東京建物京橋ビル LIXIL：GINZA2F 

入 場 料  無料 

企 画  LIXILギャラリー企画委員会 

制    作  株式会社LIXIL 

特別協力   国立民族学博物館（みんぱく） 

協   力   中西印刷（株）、中西秀彦 

 

│展覧会の見どころ│ 

現在、世界中には数千の言語があるとされていますが、文字の種類はそれほど多

くはありません。すでに使われなくなった文字も含め 300ほどと考えられていま

す。それらは主に、エジプト文字、くさび形文字、漢字の３つを起源として発達

してきました。文字は音や意味を形にするだけでなく、字形独自の不思議さや美

しさが表れた各民族の文化の結晶とも言えます。 

京都にある中西印刷株式会社の 6代目、中西亮氏（1928－94）は未知なる文字へ

の探求心から 25 年の間に 100 を超える国々を旅して 3,000 点近くの文字資料を

収集しました。亡くなるまでに集めた文字は 95 種類にも達し、現在、これらの

資料は国立民族学博物館に「中西コレクション」として所蔵されています。 

本展では、そのコレクションを中心とした世界の文字資料約 80 点を、中東・欧

州文字文化圏、インド・東南アジア文字文化圏、漢字文化圏（東アジア）などの

コーナーに分けてご覧いただきます。貴重な手稿からは豊かな文字の多様性や

人々の創造性が伝わってきます。また、書写媒体に注目すると、竹筒や椰子の葉、

樹皮、布、紙、粘土板など様々なものに書かれており、素材や筆記具の違いが文

字の形に影響を与えたことが分ります。中西氏については膨大な旅のアルバムか

ら一部を紹介し、同氏の文字収集にかける情熱に触れていただきます。 

本展をとおして多彩な文字の世界をお楽しみいただければ幸いです。 
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 3 ＬＩＸＩＬギャラリー 

●主な展示 

＜中東と欧州の文字＞ 

古代都市で生まれ現在も使用されている文字は、西アジ

アやヨーロッパなどに多く存在しています。ヘブライ文

字は、現在のイスラエルに当たる地域で1世紀前後に作ら

れました。その後国とともに滅びましたが、1948年に

イスラエル共和国が成立すると公用語として復活します

（写真2）。同じく中近東でイスラム文化の国々はアラビ

ア文字を使用しています。それはイスラム教の聖典

「コーラン」を記すただひとつの文字であるため、広く

世界に広がりました。3000年以上の歴史があるギリシャ

文字は、古代ギリシャ文明の頃に用いられた文字体系が

ほぼそのまま今も使われています。そのギリシャ文字が

元になって生まれたのがラテン文字です（写真3）。ラテ

ン人が造った都市国家ローマは、その後巨大帝国となり、

文字も西ヨーロッパの隅々にまで広がりました。現在で

は、多くの国の様々な言葉を表す文字として世界中で使

われています。ここでは、歴史的に貴重で美しい手写本

の数々をご覧いただけます。 

 

＜インドと東南アジアの文字＞ 

多民族国家のインドでは、州によって言葉や文化が大き

く異なります。その中から基本となるヒンディー語を表

すデーヴァナーガリー文字や南部タミルナードゥ州で使

われるタミル文字（写真4）などを紹介します。世界一の

多文字国家といわれる一端をご覧ください。 

東南アジアの文字は、インド系文字をさらに発達させた

もので、いずれも丸いカーブに特徴があります。インド

ネシアのスマトラ島で用いられるバタク文字は、竹筒（写

真5）や樹皮に書かれることが多く、文字以外の部分には

動植物の見事な装飾が施されています。 

 

＜漢字文化圏（東アジア）の文字＞  

少しずつ形を変えながらも、古代文字が現在まで使われ

ているのは漢字だけです。ここでは日本で梵字と呼ばれ

る悉
しっ

曇
たん

文字、漢字の影響を受けた西夏文字（写真 6）、

インド系文字をもとに初代の王が作らせたチベット文字

などをご覧いただきます。西夏文字は漢字とそっくりで

すが、文字の意味や形を漢字から借りたものはほとんど

ありません。国が亡びると同時に西夏文字も消えていき

ました。 

 

＜中西亮の文字の旅＞ 

中西氏の文字を訪ねる旅の様子は、当時のアルバムで披

露します。そこには各地の写真の他、手書きの地図や工

程表も書き添えられ、新聞や切手、紙幣までも貼り込む

など旅で出会うあらゆる文字を収集していたことが分か

ります。 

 

写真 5 

 

写真 2 

写真 3 

 

写真 4 

 

 

写真 6 
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 4 ＬＩＸＩＬギャラリー 

│リリース用画像│ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

本リリースに掲載された画像（写真 1～8）の送付をご希望の際は、メールにて担当者までお問い合わせ下

さい。また、ウェブサイトにはその他の画像も掲載しておりますのでご確認いただき、お問い合わせ下さい。 

http://www1.lixil.co.jp/gallery/exhibition/detail/d_003419.html 

 
【写真キャプション・クレジット】 

写真 2：ヘブライ文字。羊皮紙に書かれた旧約聖書エステル記の手写本。「全能の神」モーセの十戒についての言葉を
記す。 

 
写真 3：ラテン文字。聖務日課集の紙片。16世紀。聖母マリアの聖務日課（教会の祈り）の一部で、携帯用。 
        金や銀、飾り文字が施されている。 
 

写真 4：タミル文字。南インドのタミルナードゥ州で使用されている文字。貝
ばい

葉
よう

（椰子の葉）に書かれた医学書の 

アップ。タミル伝統的民間療法の塗り薬や貼り薬について書かれている。 
 
写真 5：バタク文字。薬（呪薬）を入れる容器。インドネシア、スマトラ島のトバ・バタク民族が用いる文字。 
 

写真 6：西夏文字。西夏陵出土墓誌銘断片拓本。11－13 世紀（拓本は現代）。西夏文字は李元昊
り げ ん こ う

が宋の西北部に西夏

国を建てた際、西夏語を表す正式な文字として公布された。1227年に蒙古に敗れた後に西夏文字も消え今は

使われていない。 

 

写真 7：ビルマ文字。漆塗りした貝葉に金箔を押し、黒漆で経文を書いた豪華な経典で、マージーズィ体ビルマ文字を

用いている。 

 

写真 8：バタク文字。呪術師（ダトゥ）が吉凶占いをする際に参照する経本「ブスタハ・ラックラック」で、文字はト

バ変種。 

 
  所蔵：すべて国立民族学博物館、撮影：すべて佐治康生 

│関連企画のご案内│ 

〔講演会〕 文字学の楽しみ            終了しています 

日 時 2016年 4月 29日（金・祝）14:00～15:30 

講 師 八杉佳穂（国立民族学博物館名誉教授） 

会 場 LIXILショールーム大阪 セミナールーム 

大阪市北区大深町 4-20 グランフロント大阪南館タワーA 11階 

費 用 無料 ＊要予約、定員 70名 

予約方法  電話もしくはホームページから 

内 容   

八杉氏は、独特の文字体系を持つ中米の文字がご専門です。なかでも芸術作品と

称されながら未だに謎の多いマヤ文字を長年ご研究されてこられました。今回は、

世界の文字の歴史や伝播、奥深さを語っていただきながら、興味の尽きない文字

の魅力をひも解いていただきます。 

身近でありながら意外と知らない文字の世界を知ることのできる機会です。 

写真 7 

 

写真 8 
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 5 ＬＩＸＩＬギャラリー 

〔講演会〕 文字ハンターとの旅 ～文字の魅力と私のタイポグラフィ～ 

日 時 2016年 7月 28日（木）18:30～20:00 

講 師 浅葉 克己 （アートディレクター） 

会 場 AGC studio（東京都中央区京橋 2-5-18 京橋創生館 2F） 

費 用 無料 ＊要予約、定員 80名 

予約方法  電話もしくはホームページから 

内 容   

西武百貨店の「おいしい生活」やサントリーの「夢街道」など、日本の広告デザ

インの歴史に残る数多くの作品を制作されてきた浅葉氏。世界の文字への探究心

もひときわ強く、とくに中国の象形文字「トンパ文字」に造詣が深いことは有名

です。「トンパ文字」出会いのきっかけとなった文字ハンター・中西亮氏ととも

に出かけた中国での旅についてや、ともに文字研究家として活動した浅葉氏から

みた中西氏の人物像、ご自身がこだわり続けている文字の魅力とクリエイション

の世界をお話いただきます。 

 

 

│新刊 ＬＩＸＩＬブックレットのご案内│ 

ＬＩＸＩＬ ＢＯＯＫＬＥＴ 『文字の博覧会 －旅して集めた“みんぱく”中西コレクション－』 

好評発売中（86ページ予定、本体価格 1,800円） 

構成案    撮影：佐治康生 

【PART1】古都の手写本    

【PART2】文字の系譜 

【PART3】インドの多様な文字  

【PART4】東南アジアの丸い文字 

【PART5】漢字文化圏の文字 

【PART6】新たに考案された文字 

執筆者：八杉佳穂（国立民族学博物館名誉教授）、西尾哲夫（国立民族学博物館

教授） 

インタビュー：臼田捷治（編集者、文筆家）、浅葉克己（アートディレクター）

永原康史（グラフィックデザイナー）、 

 

│本リリースに関するお問い合わせ先│ 
LIXIL ギャラリー   

xbn@lixil.com 

 

大阪会場担当：高橋麻希 

東京会場担当：筧天留、村木玲美 

 


